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メモリ再利用によりライブマイグレーションを
高速化するシステム「都鳥」の実演

穐 山 空 道† 広 渕 崇 宏††

高 野 了 成†† 本位田 真一†,†††

1. は じ め に

IaaS型クラウドコンピューティングの効率を上げる

ため仮想マシンのライブマイグレーションを用いる研

究が数多く存在する．例えば仮想マシンを負荷に応じ

て集約・分散することで仮想マシンの性能保証を行い

つつクラウド全体の消費電力を下げる研究1) や，ユー

ザデスクトップ，計算ノード，データベースの間を仮

想マシンが配置変更してアプリケーションの実行性能

を上げる研究2) などが行われている．これらの研究で

は仮想マシンがホスト間を何度も移動することにより

積極的な最適化を行う．従来のライブマイグレーショ

ン3) では仮想マシン移動にかかる時間が長い，転送量

が大きくネットワーク負荷が高いという問題がある．

これに対し既存研究では一回限りの移動についてオー

バーヘッドを削減する試みが行われているが，繰り返

し何度も移動する場合については研究されていない．

そこで我々は仮想マシンが一度実行されたことのある

ホストに戻る場合に，過去の実行でのメモリを再利用

する手法を提案する．メモリを再利用し変更された部

分のみ転送することで上記の問題点を解決する．

我々はメモリの再利用を行って仮想マシンがライブ

マイグレーションするシステム，都鳥を開発した．本

デモでは都鳥が実際に動作する様子を示す．都鳥の詳

細は本会議で別に発表する内容4) を参照のこと．

2. デモンストレーション

本デモの実行環境を図 1 に示す．都鳥はライブマ

イグレーションにおけるデータ転送量と総マイグレー

ション時間を削減する．ある仮想マシンがホストA上

で実行された時，都鳥では当該仮想マシンのメモリを

キャッシュに保持する．当該仮想マシンがライブマイ
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図 1 都鳥によるライブマイグレーションの高速化

グレーションにより別のホストBからホストAに戻っ

てくる際，キャッシュされたメモリを用いることでマ

イグレーションにかかるデータ転送量を削減する．

図 1は仮想マシン VMがホスト Bからホスト Aに

戻るライブマイグレーションを行う様子である．通常

のライブマイグレーションではVMのすべてのメモリ

をネットワーク越しに転送する．一方都鳥ではキャッ

シュに対して更新されていないメモリページ（図の青）

はキャッシュを用い，更新されたメモリページ（図の

赤）のみネットワーク越しに転送する．
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